
目的：焙煎事業を通して空き家の活用を促進する

①地域課題 ②事業内容（焙煎所の設立）

少子高齢化や他地域への 空き家を活用して焙煎所を設立

移住等による住民減少のため する。本事業は空き家の活用を

戸田地域には現在150件 促す及び地域物産の開発による

以上の空き家が存在する 来訪者数の向上を目標とする。

事業名：半島珈琲焙煎所（仮称）整備事業
事業者名：合同会社Reiver

現状：焙煎事業を実施したきっかけ

①周辺分析 ②焙煎所設立における効果

戸田地区をはじめ (1)自家焙煎した珈琲を来街者や地元住民に提供

伊豆半島に国内を ⇒暮らしの付加価値を創造し，移住や再訪率向上が見込める。

代表する焙煎所がない (2)インターネットを通じて地域外にも販売し全国にPR

⇒戸田地域へ来訪する潜在顧客の集客を図る。

活動：焙煎事業における活動内容と結果

①焙煎所の整備 ②焙煎豆の販路確立，拡大

(1)焙煎機の設置 (1)一般家庭：SNSで販売促進を実施

(2)焙煎所の内装工事 (2)事業者：道の駅くるら戸田，

地域住民と協働(竹林の間伐 沼津蒸留所等で取り扱う予定。

～竹のキャノピーを設置） (3)インターネット:ECサイト設立

振返り課題：今後の事業計画

HP:  www.tagorehostel.jp/ mail: info@tagorehostel.jp/ tel: 070-3247-3697

①戸田地域の回遊性向上 ②イベントスペースとしての活用

(1)タゴール～焙煎所間の (1)沼津の学校(21年2月実施予定)

ロードマップ作成予定 (2)焙煎体験プログラム（予定）

(2)ロードマップ作成後，

各種SNSで発信を計画

赤い部分が空き家
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